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研究成果の概要（和文）：本研究の最大の成果は、高等中学校研究の新たな地平を切り開いた点にある。従来、高等中
学校とは、帝国大学に接続する予備機関として捉えられていた。本研究では、高等中学校は帝国大学に接続する学校と
してのみ捉えるのではなく、地域史的視点から捉え直すことができた。高等中学校は、医学校など府県単位で設置され
た専門教育機関が、やがて府県連合出の設置形態を経て高等中学校に収斂された性格をもつなど当該地域の社会的必要
性に対応していたのである。

研究成果の概要（英文）：The most valuable result of our stdies is to open a new view of study about
 KOUTOU-CHUUGAKKOU.Our studies have been able to show their social role's as necessity of local societies.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究当初、研究代表者及び分担者の共
通課題意識は、教育史研究上の最大の論点で
ある初代文相・森有礼文政の歴史的意義の解
明であり、その目標のための差し当たっての
目的は、森文政で初めて登場した高等中学校
を新たな視点で解明する試みであった。従来
の研究では、森文政の歴史的評価を、1886 年
の諸学校令を専ら森個人の業績と捉え、且つ
森の教育思想から説明してきた。本研究では、 
森文政を、1880 年代の教育政策・教育構想の
総決算と位置付ける仮説を採用し、それ以前
の地域史的展開との連続性を重視した。 
(2)明治維新以後、国家社会の殖産興業・富
国強兵を担うエリ－トの育成は、国家にとっ
ての焦眉の課題であった。1880 年代、小学校
が不十分ながらも地域に普及し中学校は次
第に整備され、「人材吸収ネットワ－ク」の
基盤が徐々に形成されていく。同時に専門教
育機関が各地に設立され、中央政府ではエリ
－ト養成機関の文部省移管や東京大学との
合併など、一元化の方向性が志向される。
1880 年代のこの流れの中、森有礼文相期に帝
国大学と、普通教育と専門教育の二つの性格
を合わせもつ高等中学校が登場した。 
(3)森文政の一つの象徴は、1886 年に登場し
た高等中学校にある。従来、高等中学校は、
帝国大学に進学するエリート養成機関とし
てのみ捉えられてきたが、それでは「中学校」
であることの説明ができない。本研究では
1880 年代のエリート養成機能の総決算、すな
わち、1880 年代の専門教育機関との連続性を
重視した。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、近代日本におけるエリ
ート養成機能の形成過程を、特に 1880 年代
の明治国家体制成立過程と関連付けて考察
し、それを通じて未だ未解明の課題である初
代文相・森有礼文政の歴史的意義を解明する
ことにあった。 
(2)その目的のため、1886（明治 19）年「中
学校令」で登場した高等中学校を対象とする。
従来、高等中学校は帝国大学に接続する教育
機関としてのみ位置付けられてきた。しかし
1880 年代に地方では多様な専門教育機関が
整備される。本研究は、地域における専門教
育機関の統廃合の帰結として高等中学校を
位置付けその意義を解明した。 
 
３．研究の方法 
４つの柱を立て研究をすすめてきた。 
(1)高等中学校に関する総合的な研究である。
つまり七つの高等中学校の社会的機能（入学
者の階層分析・地域の尋常中学校との接続関
係・高等中学校の教育内容・卒業生の進路等）
に関する史料発掘と分析である。さらに高等
中学校関係者、とりわけ校長経験者の個人文
書や学校関係文書・関係自治体公文書の発掘
と分析、整理である。 

(2)1880 年代文部省内政策立案過程分析や文
部大臣・文部官僚の個人研究である。具体的
には当該時期の文部省および府県の教育政
策立案過程の解明である。(3)1880 年代の専
門教育機関の地域教育史的研究である。例え
ば第三高等中学校医学部が設置された岡山
県と近隣諸県の医学専門学校との関係など
の実態の解明。 
(4)1880 年代の中学校初等科と高等科、さら
にそれらと大学予備門・大学分校との接続関
係の具体的な分析である。 
 
４．研究成果 
(1)高等中学校を帝国大学に接続する学校
として捉えるのではなく、地域史的視点か
ら捉え直すことにあった。それを通じて高
等中学校の設立と機能を解明し、中学校で
あることの意味を明らかにし、高等中学校
を一八八〇年代の教育政策および制度構想
の帰結として位置付けようとした。その結
果、全７校の史料調査を終え、研究成果は
会員の著書や論文として公表し、従来とは
全く異なって、帝国大学の接続・帝国大学
の予備教育機関としてではなく、高等中学
校設置区域内府県の専門教育機関の統廃合
の中で位置付けることに成功した。 
(2)それを通じて、森文政とは、森の教育思
想・制度構想の帰結ではなく、1880 年代の
教育政策・構想の帰結であることを示すこ
とができた。 
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